
ワークシートの答え  
 

雅歌の比喩的な表現は、しばしば理解す
るのに難しいですが、8:8-9の兄たちの
ことばは、はっきりしています(A-3)。
彼らは妹の純潔について心配していまし
た(D)。しかし彼女がレイプされるので
は、と恐れていた事はどこにも示唆され
ていません(D-7)。彼らの心配は、彼女
がどんな大人になるか、という事でした
(D-2)。彼らは、妹が堅く貞操を守る事
を望み、それを壁に例えました(D-3)。 
 

感謝な事に、シュラムの女はその点では
兄と同じ心でした(D-5)。8:10で、彼女
の愛する者(おそらくソロモン)が彼女に
惹かれたのは、彼女が貞操を守っていた
からだと彼女自身が言っています。この
ように、純潔を保つ事は、本当の愛を見
いだす事の鍵になることを、この箇所は
教えています(D-6)。そのような彼女の
道徳的価値観から、兄たちが恋愛や結婚
に反対していたと考える理由は何もあり
ません(B-6)。 
 

１章６節では、彼女は兄たちが何かの理
由で怒っていたと言っています(D-8)。
しかし彼女の言葉が示唆しているのは、
彼女が兄たちの怒りを正しいとは思って
いなかった、という事です。ですからB-
2の問答文は、部分的に正しいかもしれ
ません。 
 

B-8は不正解です。兄たちに権威があっ
たのは、年上だったからだけではなく、
男性だったからです。A-4とC-4の問答
文もまた、不正解です。

それで？ 
 

もしシュラムの女の兄たちが８章に登
場しなかったら、その章はだいぶ変わ
っていたことでしょう(B-7)。純潔とい
う強調は弱くなっていたでしょう。ま
た恋愛や結婚の話題は個人的なもので
あって、その家族を含むべきではない、
というような間違った事を示唆してし
まったかもしれません。彼女はこの書
で、エルサレムの娘たちとは兄たちよ
りも話したようですが(B-9)、それでも、
彼女の兄たちと道徳的な強調は重要で
す。 
 

兄たちは、見合い結婚(arranged mar-
riage) を好んでいたでしょうか(C-3)?
それは違うでしょう。なぜなら、雅歌
には恋愛に関する記述がとても多く出
ているのからです。(例えば2:11-13を
見て下さい。)しかしその一方で、兄た
ちと雅歌の作者は、性的な不道徳を防
ぐために、家族が関わる事は大事だと
いうことを現わしています。 
 

雅歌の時代背景はずいぶん昔の事です
が、人間の本質は、３千年を経ても何
ら変わっていません。恋愛やねたみの
ようなものは、今も昔も変わらず私た
ちの感情を大きく左右し、様々な影響
をもたらします(8:6-7)。また不品行や
姦淫なども、今ではさらに破壊的なも
のになっています(1テサロニケ4:3-8を
注意深く読んで下さい)。シュラムの女
の兄たちは雅歌の最後に登場し、これ
らの事を私たちに思い起こさせていま
す。

適用
あなたが一番重要、また必要と思われる事柄を上から選んで適用して下さい。


